
【雪】 中学部理科 「層構造をつくる積雪」 

 

中学部の 1 年生では、地球分野で地層のでき方や地層にできる岩石について学習していま

す。様々な砕屑物が堆積するため、縦断面は縞模様のように見えることもあります。 

 

札幌の雪は、除雪され、路肩や歩道の端に残っています。 

その面を見ると「積もっているのは雪のみなのに、縞模様のように見える」ため、学校近辺

の雪層を観察しに行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪層の上層と下層の雪をそれぞれ触ってみて観察し、「上のほうはサラサラしているけれど、

下のほうはザラザラしているね」と気づくことができました。 

それぞれをルーペで観察すると、下層のほうが大きい結晶のようにみられました。 

また、下層の雪は固く、「自重で押し固められたからではないか」と気づき、堆積岩のでき

るしくみを実感することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、この日（3/5）の朝は、湿り気のある雪が降ったばかりでした。 

「昨日より今日のほうがべちゃべちゃした雪が降っていた。今日の雪は雨のようだった。」

と生徒がつぶやいたことから、雪層が縞模様のようにみえるのは、日によって雪の性質が違

うためである、と学習することができました。 


